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公的救助機関対象IRB講習会事業について

わが国のライフセービングの発展とIRBの歴史

わが国におけるIRBレスキューの歴史は、1984年の豪日交流基金事業において、日本からオーストラリアに10名のライフセーバーが派遣され、こ
の時学んだIRBによるレスキュー技術が日本に持ち込まれたことが原点であり、今から30年以上前になる。IRBレスキューに関わる資格制度はドラ
イバーとクルーからなり、オーストラリアに派遣されたライフセーバーが指導員となって1991年からスタートし、主に静岡や大洗で開催された。
また、1992年に最初のIRB指導員養成講習会が湘南海岸で開催され、4名の指導員が誕生した。

これまでのIRB資格発行は、 IRBクルー369名、IRBドライバー211名、IRBインスト
ラクター52名である（2025年3月31日現在）。資格取得者の増加とともに各海水浴場にIRBが導入され、より高度で効率的な救

助が各地の海水浴場で展開された。2020年時点でIRBが導入されているのは、宮城県小田の浜海水浴場、茨城県大洗サンビーチ、大竹海岸鉾田海

水浴場、神奈川県横浜海の公園、片瀬西浜海水浴場、静岡県白浜大浜海水浴場、静波海水浴場、兵庫県須磨海水浴場など18ヶ所の海水浴場
である。また、IRBは海水浴場における救助活動だけでなく、波が砕ける厳しい環境において、その高い機動性と運搬能力によりライフセービング
競技会において競技者の安全確保のためにも使われている。

SLSAと戦略的パートナシップを締結し，IRB技術についても最新の情報交換を行っています。

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の海上警備にも活躍が期待され、数多くのスポーツ競技で従事予定である。
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JLAの取り組むIRB講習会カリキュラムの紹介
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項目 クルー ドライバー
学科 実技 学科 実技

ガイダンス等（開講式、閉校式）、その他 30 30

第１章 ＩＲＢ概論・取り巻く環境
（使用環境とニーズ、歴史と現状など）

20 20

第２章 ＩＲＢの準備
（クルー・ドライバーの心得、組立て、発航前点検など）

20 120 20 120

第３章 操船
（乗船方法、姿勢、パンチング、ビーチングなど）

100 130

第４章 救助方法
（ピックアップ、マスレスキュー、捜索、曳航など）

180 180

第５章 アクシデントへの対応方法
（転覆、遭難など）

60 60

第６章 メンテナンス
（シーズン前後や日々のメンテナンスについて）

60 60

第７章 パトロール
（安全確認、ＥＡＰ、シグナル、ロープワークなど）

20 50 20 50

第８章 リスクと安全管理
（想定される事故と安全管理について）

30 30

第９章 ＩＲＢに関する法令
（航行範囲や基本的な航行ルールについて）

30 30

検定（学科、実技）。 PLGの学科は、理解度ﾃｽﾄ 60 60 60 30

合計 210 630 210 630
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JLAの取り組むIRB講習会カリキュラムの紹介
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JLAの取り組むIRB講習会カリキュラムの紹介
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ＪＬＡアカデミー ＩＲＢ クルー / ＩＲＢ ドライバー 講習会 日程表

時間
２０１＊年 ＊＊月 ＊＊日（土） ２０１＊年 ＊＊月 ＊＊日（日）

項目 クルー ドライバー 項目 クルー ドライバー

8:30 受付 ビーチクリーン、準備体操、水なれ

9:00 開講式 講習日程説明等 運搬／発行前点検
・船体､船外機の

チェック 暖気運転
9:30

学科

・概論
・心得、資質
・構造､名称
・パトロール
・リスクと安全管理
・関連する法令

クルーと合同

レスキュー
（基本）

人（意識有り、
無し）を
PIC-UP

クルーと合同10:00

10:30

11:00

レスキュー
（応用）

・マスレスキュー
・ロープレスキュー
（岩場等）

・水没者の捜索
・曳航

クルーと合同11:30

休憩（昼食、着替え）
12:00

12:30
ＩＲＢの組立て

と注意点

・組立て
・注意点

・組立て
・注意点
・船外機のチェック

休憩（昼食）
操船

（後進、1人時操船）

1:00

休憩（昼食）1:30 運搬
発行前点検

・船体､船外機のチェック 暖気運転 実技検定 ・発行前点検
・ロープワーク

2:00

操船

･安全確認
･操船姿勢、バランス
･インアウト、ビーチング
･転舵、サイン走行
･パンチング
・波打ち際の対応
・Ｒチューブピックアップ
・ﾛｰｳﾜｰｸ ・ｱﾝｶｰﾘﾝｸﾞ

・安全確認
・エンジン始動
・アプローチ
・その他クルーと合同

アクシデント
・転覆時の対応
・漂流、シーアンカー

・ドライバーの落水
クルーと合同

2:30

3:00 実技試験 レスキュー
3:30

かたづけ・メンテナンス
4:00

かたづけ・メンテナンス 学科試験4:30

5:00 終了 閉校式 ・ 終了
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近年の洪水災害と消防行政のIRB配置状況

アンケート調査対象 全消防本部 728本部
回収調査票回収 該当消防本部 647本部（88％）

動力ボートの保有状況等

動力ボートの保有数は、1,596艇となっており、「ゴムボート」69％（1097艇）が最も多く、次いで

「FRPボート」11％（181艇）、「アルミボート」11％（174艇）となっている。
ゴムボートのフロア素材（搭乗者の足下の素材）は、「アルミ」37％、「インフレータブル製」37％が多く、次い
で、「木製」、「FRP」となっている。
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【マニュアル整備状況】

マニュアル整備状況は、42％（272本部）が整備しているが、58％（375本部）が未整備の状況
となっている。
整備状況は、「動力ボート取扱要領」（諸元・性能・留意事項等）が最多で、次いでボート及び船外機の「メンテナ
ンス要領」が多く、「緊急時対応要領」が少ない回答となっている。
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近年の洪水災害と消防行政のIRB配置状況
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災害をもたらした気象事例

2024年9月21.22日

能登豪雨「100年に1度」の想定上回る 専門家「地震で護岸や堤防の機能が低下の可能性」 水かさ一気に
多くの河川氾濫をもたらした石川県能登地方の記録的豪雨で、21日は16河川、22日には新たに7河川で氾濫した。専門家は能登半島地震で被災した
護岸や堤防の機能低下、海底隆起などの地形変化が河川の流下能力に影響した可能性を指摘する。（田嶋豊、岩本雅子）
県によると、地震後、被災した護岸や堤防などの応急復旧工事は5月までに完了。梅雨の出水期に異常はなかった。定点カメラなどの状況から今

回の氾濫は降雨による越水が原因とみるが、堤防損傷の有無を含め詳細調査はこれからという。能登地方は平野部が少ない上、小さい川が多い。
流域に降った雨が短時間に集まるため、洪水が発生するまでの時間が大きな河川に比べて短く、今回のような大雨では一気に水かさが増したとみ
られる。
河川が氾濫した輪島市内。右奥は輪島市役所＝22日午前、石川県輪島市河井町で（ドローンから撮影）

◆震災の影響「護岸や堤防の水害への備えが弱まった可能性」

気象庁によると、輪島で22日午前8時10分までの24時間で412ミ
リ、珠洲では午前8時50分までで315ミリの降水量を観測。今回氾

濫した輪島市街地を流れる河原田川は、50～100年に一度の降雨を

想定した計画規模が「24時間総雨量213ミリ」、珠洲市役所近くを流れ

る若山川は「同223ミリ」で、降水量が上回ったが、千年以上に一
度の降雨を想定する想定最大規模の727ミリ、787ミリには及ばなかっ
た。また、氾濫した若山川の珠洲市若山町宇都山地点は、想定最大規模

「同813ミリ」の半分以下の降雨だったにもかかわらず川があ
ふれた。
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令和6年（2024年）

梅雨前線と低気圧による大雨（速報） 7月23日～7月26日
北日本を中心に大雨。山形県では期間降水量の合計は400ミリを超え、平年
の7月の月降水量を大きく上回る記録的な大雨となった所があった。

令和5年（2023年）

令和5年台風第13号による大雨（速報） 9月7日～9月9日
台風の中心から離れた場所で雨雲が発達して、関東甲信地方や東北太平洋側
では大雨。このうち、東京都（伊豆諸島）、千葉県、茨城県及び福島県では
線状降水帯が発生し、猛烈な雨。

梅雨前線による大雨（速報） 6月28日～7月16日
各地で大雨となり、期間降水量の合計は大分県、佐賀県、福岡県で1200ミリ
を超えた。

梅雨前線及び台風第2号による大雨（速報） 6月1日～6月3日
西日本から東日本の太平洋側を中心に大雨となり、期間降水量の合計は平年
の6月の月降水量の2倍を超えた地点があった。

令和4年（2022年）

令和4年台風第15号による大雨（速報） 9月22日～9月24日
東日本太平洋側を中心に大雨。特に静岡県や愛知県で猛烈な雨や非常に激し
い雨。

令和4年台風第14号による暴風、大雨等（速
報）

9月17日～9月20日
九州を中心に西日本から北日本の広い範囲で暴風となり、海では猛烈なしけ
や大しけ。

8月1日から6日の前線による大雨（速報） 8月1日～8月6日 北海道地方や東北地方及び北陸地方を中心に記録的な大雨。

令和3年（2021年）

前線による大雨（速報） 8月11日～8月19日
西日本から東日本の広い範囲で大雨。総降水量が多いところで1200ミリを超
える。

7月1日から3日の東海地方・関東地方南部を
中心とした大雨（速報）

7月1日～7月3日 東海地方・関東地方南部を中心に大雨。静岡県熱海市で土石流が発生。
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災害をもたらした気象事例
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令和2年（2020年）
① 9月4日～9月7日台風第10号の接近に伴い、南西諸島や九州を中心に暴風、大雨、高波、高潮となった。風については、長崎県野母崎で最大風速44.2メート
ル、最大瞬間風速59.4メートルとなり、南西諸島や九州を中心に猛烈な風または非常に強い風を観測し、観測史上1位の値を超えるなど、記録的な暴風となっ
た。雨については、宮崎県神門で4日から7日までの総降水量が599.0ミリとなり、宮崎県の4地点で24時間降水量が400ミリを超えたほか、台風の中心から離
れた西日本や東日本の太平洋側で24時間降水量が200ミリを超える大雨となった。波については、鹿児島県屋久島で波高10.4メートルの高波が観測されるな
ど、南西諸島や九州で猛烈なしけとなった。高潮については、鹿児島県奄美で潮位が216センチとなり、警報基準（190センチ）を超える値が観測された。

② 7月3日から7月31日までの総降水量は、長野県や高知県の多い所で2,000ミリを超えたところがあり、九州南部、九州北部地方、東海地方、及び東北地方の
多くの地点で、24、48、72時間降水量が観測史上1位の値を超えた。また、旬ごとの値として、7月上旬に全国のアメダス地点で観測した降水量の総和及び1
時間降水量50mm以上の発生回数が、共に1982年以降で最多となった。

平成31年／令和元年（2019年）
① 10月24日～10月26日関東地方から東北地方の太平洋側を中心に広い範囲で総降水量が100ミリを超え、12時間降水量が10月の降水量平年値を超えたとこ
ろがあった。特に、千葉県や福島県では総降水量が200ミリを超えたほか、3、6時間降水量の観測史上1位の値を更新する記録的な大雨となった。

② 10月10日～10月13日台風第19 号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮となった。雨については、10 日から13 日までの総降水量が、神
奈川県箱根で1000 ミリに達 し、東日本を中心に17 地点で500 ミリを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地 方、東北地方の多くの地点で3、6、12、24 時
間降水量の観測史上1 位の値を更新す るなど記録的な大雨となった。この大雨について、10 月12 日15 時30 分から順次、静 岡県、神奈川県、東京都、埼
玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、新潟 県、福島県、宮城県、岩手県の1 都12 県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を 呼びかけた。風
については、東京都江戸川臨海で最大瞬間風速43.8 メートルとなり観測史上1 位を更新したほか、関東地方の7 か所で最大瞬間風速40 メートルを超えた。
また、台 風の接近に伴って大気の状態が非常に不安定となり、千葉県市原市では竜巻と推定 される突風が発生した。波については、波高が静岡県石廊崎
で13 メートル、京都府経ヶ岬で9 メートルを超 える記録的な高波が観測された。

③ 9月7日～9月10日台風15号。千葉県を中心に記録的な暴風、大雨。広範囲で大規模な停電が発生した。千葉市で最大瞬間風速57.5メートル。
④九州北部地方では、８月26日から８月29日までの総降水量が長崎県平戸市平戸で626.5ミリ、 佐賀県唐津市唐津で533.0ミリに達するなど、８月の月降水量の
平年値の２倍を超える大雨となったところがあった。特に、福岡県久留米市耳納山、 佐賀県佐賀市佐賀、佐賀県白石町白石で３時間及び６時間降水量が観
測史上１位の値を更新するなど、佐賀県を中心にこれまでの観測記録を更新する記録的な大雨となった。 この大雨について８月28日５時50分に佐賀県、福
岡県、長崎県の市町村に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけた。

10公的救助機関対象IRB講習会事業について

災害をもたらした気象事例
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平成30年（2018年）
①台風第２１号による暴風・高潮等（速報）9月3日～9月5日 西日本から北日本にかけて暴風。特に四国や近畿地方で顕著な高潮。
②※平成30年7月豪雨（前線及び台風第７号による大雨等）（速報）6月28日～7月8日 西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨。
③強い冬型の気圧配置による大雪（速報）2月3日～2月8日 北陸地方の平野部を中心に日本海側で大雪。
④南岸低気圧及び強い冬型の気圧配置による大雪・暴風雪等（速報）1月22日～1月27日関東甲信地方や東北太平洋側の平野部で大雪。日本海側を中心に暴風雪。

平成29年（2017年）
①台風第21号及び前線による大雨・暴風等（速報）10月21日～10月23日 西日本から東日本、東北地方の広い範囲で大雨。全国的に暴風。
②台風第18号及び前線による大雨・暴風等（速報）9月13日～9月18日 南西諸島や西日本、北海道を中心に大雨や暴風となった。
③梅雨前線及び台風第３号による大雨と暴風（速報）※平成29年7月九州北部豪雨（7月5日～7月6日）

6月30日～7月10日西日本から東日本を中心に大雨。5日から6日にかけて西日本で記録的な大雨。

平成28年（2016年）
①台風第7号、第11号、第9号、第10号及び前線による大雨・暴風（速報）8月16日～8月31日東日本から北日本を中心に大雨・暴風。北海道と岩手県で記録的な大雨。
②梅雨前線による大雨（速報）6月19日～6月30日 西日本を中心に大雨。

平成27年（2015年）
①台風第18号等による大雨（速報）※平成27年9月関東・東北豪雨（9月9日～9月11日）9月7日～9月11日 関東、東北で記録的な大雨。
②梅雨前線および台風第9号、第11号、第12号による大雨 6月2日～7月26日九州南部、奄美地方を中心に大雨。

平成26年（2014年）
①台風第18号による大雨と暴風（速報）10月4日～10月6日 東日本太平洋側を中心に大雨。沖縄・奄美と西日本・東日本の太平洋側を中心に暴風。
②前線による大雨（速報）※平成26年8月豪雨（7月30日～8月26日）8月15日～8月20日 西日本から東日本の広い範囲で大雨。
③台風第12号、第11号と前線による大雨と暴風（速報）※平成26年8月豪雨（7月30日～8月26日）7月30日～8月11日 四国を中心に広い範囲で大雨。
④台風第8号および梅雨前線による大雨と暴風（速報）7月6日～7月11日 沖縄地方、九州南部・奄美地方で暴風・大雨。
⑤発達した低気圧による大雪・暴風雪（速報）2月14日～2月19日 関東甲信、東北、北海道で大雪・暴風雪。
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■ 宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消するまでに１０日を要した。

■ 避難の逃げ遅れ等により、多くの住民が孤立し、約４３００人が救助された。

公的救助機関対象IRB講習会事業について 12
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災害をもたらした気象事例

確実な救助には船外機を適切に使用できることが求められます。

マンホールや下水管への引き込み含め、水面下には危険が多く混
在します。急激な水位や流れの変化は自然災害時にはあるものです。
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確実な救助には船外機を適切に使用できることが求められます。

マンホールや下水管への引き込み含め、水面下には危険が多く混
在します。急激な水位や流れの変化は自然災害時にはあるものです。



国民に 多くの公的救助機関の皆様に求められている内容

15
15
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環境に合わせた救出方法

1. 長距離搬送・水面や風がラフな環境では、フ

ローティング担架やバックボードを使用しない

引き上げ方法・搬送方法。

2. 担架などを使用し、IRBに要救助者を乗船させ

たが、長距離搬送や荒天時の搬送方法。

3. 直近に部署する陸上隊に、要救助者を引き継ぐ

場合の搬送方法…etc.

災害現状では、IRBを達着させる場所、係留で
きる場所、陸上隊に引き継げる場所が極端に少
なくなります。

様々な環境に対応すべく、各方法のメリットデ

メリットを確認し習得することが、災害での

安全・確実・迅速に繋がります。

公的救助機関対象IRB講習会事業について 16
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全国のライフセーバーの中には、多くの消防職員が在籍しています。

その消防職員から聴取した内容によると、消防隊員の災害経験は、部隊によって大

きく異なり、人事異動に伴う経験と高度な知識を持った技術の伝承は、

関わる事の出来た部隊によって差異があるとのこと。

培うことのできた技術知識を、多くの職員に伝達し、今後来るであろう自然災害の対応に、

技術の平準化が必要不可欠と考えます。

公的救助機関対象IRB講習会事業について 17



国民に 多くの公的救助機関の皆様に求められている内容

18

実践から蓄積された技術 ライフセービングの現場ではIRBの導入により、より高度で効率的な救助が各地の海
水浴場（19ヶ所）で展開されています。

一方、近年では、地球規模で自然災害が頻発しています。災害時には限られた資器材と人員

で確実な救助救命が求められ、浮遊物が多い洪水や津波・高潮などの水災害の現場において、IRBは
より多くの要救助者を運搬する器材として優れます。

しかし、その使用方法を誤れば、要救助者だけでなく第三者または救助者本人にとって凶器になり得ます。

また、自然災害時は迅速な対応が求められますが、そのような時に船外機が動かないことが無いよう日常

の適切な維持管理が大切です。

自然災害時の救助現場のためにJLAでは、自然災害時においてより多くの人を救助可能な環境の実現とし

て、安全･確実･迅速に使用できる資器材としてIRBに関する知識や技能を公的

救助機関の皆様と共有することが、国民にとって有益と考えています。

公的救助機関対象IRB講習会事業について 18
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■維持管理
・燃料タンクの保管
・船外機の毎月点検
・船外機使用後のメンテナンス
・船外機が動かない場合の対処
・船外機が水没したときの対応
・オイル交換の時期と方法
・オイルフィルターやプラグの交換時期と方法 等

■組み立て
・効率の良い船体の組み立て
・船外機の脱落防止方法 等

■操船・救助技術
・操船者(ドライバー)、乗員(クルー)の乗船ポイント

・要救助者の効率的な救出方法
・船首達着(バウタッチ)の陸上隊への引継ぎ方法
・転覆時の復元方法
・潜水活動時の警戒・夜間運用時の操船
・災害現場を想定した浅深度や障害物の多い水域での航行
・洪水災害時の搬送 等

上記は一例です。ニーズに合ったカリキュラムを提供致しますので、随時お問い合わせください。

公的救助機関の皆様を対象とした IRB講習会

公的救助機関対象IRB講習会事業について 19



愛知県岡崎消防

神奈川県横須賀消防

神奈川県葉山消防

神奈川県鎌倉消防

神奈川県逗子消防

島根県松江消防

鳥取県西部消防（米子市）

千葉県市川消防

神奈川県川崎消防

東京都消防庁部会

岡山県倉敷市消防局

津山圏域消防本部

大分県日田玖珠広域消防

鹿児島県姶良市消防本部

神奈川県横浜市鶴見消防署

千葉県匝瑳市横芝光町消防組合

山口県山口市消防本部

宮崎県延岡市消防本部

千葉県夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

岡山県倉敷市消防局

富山県砺波地域消防組合消防本部

福岡県福岡市消防局

長野県須坂市消防本部

岡山県瀬戸内市消防本部

福岡県宗像市消防本部

福岡県粕屋北部消防本部

福岡県直方・鞍手広域市町村事務組合消防本部

香川県小豆地区消防本部

茨城県常陸大宮市消防本部

宮崎県延岡市消防本部

千葉県夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

鹿児島県南大隅町役場

岐阜県高山市消防本部【2024.6.4実施】

宮崎県延岡市消防本部【2024.10.3実施】

千葉県匝瑳市横芝光町消防組合消防本部【2024.10.14実施】

岡山県瀬戸内市消防本部【2024.10.23実施】

岡山県真庭市消防本部【2024.10.29実施】

鹿児島県南大隅町役場【2024.11.7実施】

千葉県夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部【2024.12.10.11実施】

神奈川県横須賀市消防局【2025.1.21実施】

茨城県常陸大宮市消防本部【2025.2.19.20実施】

神奈川県横須賀市消防局 岡山県真庭市消防本部 千葉県夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

地域消防との連携強化と災害対応力強化を目的にIRBレスキューの技術提供を実施．

IRBレスキューの技術提供 実績

Fig. 17  IRB講習会の開催場所

2019年より公的救助機関を対象に
IRBレスキュー技術提供を実施．

2019年度；9機関
2020年度；4機関
2021年度；3機関
2022年度；7機関
2023年度；9機関
2024年度；9機関

大分県日田玖珠広域消防

津山圏域消防

愛知県岡崎消防

神奈川県横須賀消防,横須賀消防

神奈川県葉山消防
神奈川県鎌倉消防
神奈川県逗子消防
神奈川県川崎消防

千葉県市川消防

島根県松江消防

鳥取県西部消防

東京消防庁部会

岡山県倉敷市消防

鹿児島県姶良市消防
鹿児島県南大隅町役場
鹿児島県南大隅町役場

千葉県匝瑳市横芝光町消防,匝瑳市横芝光町消防

神奈川県横浜市鶴見消防

宮崎県延岡市消防

山口県山口市消防

千葉県夷隅郡市消防,夷隅郡市消防,夷隅郡市消防

岡山県倉敷市消防

富山県砺波地域消防

福岡県宗像市消防本部

長野県須坂市消防

岡山県瀬戸内市消防本部

福岡県福岡市消防局 香川県小豆地区消防本部

常陸大宮市消防本部
常陸大宮市消防本部

福岡県粕屋北部消防本部
福岡県直方・鞍手広域市町村事務組
合消防本部

宮崎県延岡市消防
宮崎県延岡市消防

岡山県瀬戸内市消防本部,真庭市消防本部

岐阜県高山市消防本部

岡山県瀬戸内市消防本部
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